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公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（以下 ACCU）では、25年
にわたり日本、韓国、中国、タイ、インドの教職員を対象とした「教職員
国際交流事業」を実施してまいりました。本事業を企画・運営する過程
では、国内外の教職員、専門家、協力機関関係者などあらゆる立場の
方々との対話や交流、議論を重ね、「今求められる教職員国際交流」を
常に模索し続けています。令和6年度の事業からは、参加者のフォロー
アップや、中長期的な視点での調査分析により一層力を注いでいます。
このような当センターにおける取組を重ねていくことで、過去のプログ
ラムにご参加・ご協力いただいた皆様、そしてこれから本事業に関わ
る教育関係者にとって、より良い交流プログラムの創出につなげてい
きたいと考えております。

現在、教職員を対象とした学びの場やプラットフォームは多数存在し
ています。その中で、私たちACCU が展開する教職員国際交流事業は、
他者や異文化との「出会い」と「対話」をベースに、先生方が多様なア
クターと協創し、Change Makersとして活躍する端緒を開くことを目指
しています。教職員の皆様におかれましては、海外教職員との交流に
強い関心をお持ちの方もいれば、「国際交流」という言葉に対して、言
語の壁などに不安を感じている方や、興味を持っていない方もいると
思います。どのような考え方であったとしても、本報告書が本事業や国
際交流に対する皆様の関心を高め、新たな挑戦へのきっかけとなるこ
とを願っております。
最後に、本事業の実施にあたり多大なるご支援とご協力をいただきま
した関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。
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ACCU が実施する事業の独自性を基盤に、令和6年度は次の
3つの目的を掲げ、プログラムの企画・運営を行いました（図
1参照）。

予測困難な時代を生きる中で、教育現場を取り巻く状況は絶
えず変化しており、「変化」に対応する学校教育や教職員の在
り方を再考する（問い直す）ことは喫緊の課題となっています。
これからの時代に必要な「学び」や「教職員像」について答
えを導くことは容易ではありませんが、未来を担う子どもたち
を導く存在である「教職員」が学校内外の人々との対話・交流
を深め「今必要な学び」を問い続けることは非常に重要であ
ると考えます。そこで、今年度の事業では、「『あたらしい』学
び」と「新時代に求められる教職員像」について考えることを
テーマに掲げ教職員国際交流プログラムを実施しました。

ACCUが実施する「教職員国際交流事業」の特徴とは？

本事業は、授業計画や教育実践のスキルを習得するための
「研修」ではなく、「交流」を軸に教育や文化に触れ、これか

らの学びの在り方を問い直し、協創する機会へとつながる「教
職員」のための国際交流プログラムです。ACCU が実施する
本事業の特徴は大きく分けて3つあります。

ACCU では、「多様な文化が尊
重される平和で持続可能な社
会の実現に貢献すること」をビ
ジョンに掲げ、本事業を実施し
ています。このビジョンとユネス
コの理念について、韓国・中国・
タイ・インドのカウンターパート
と共通認識をもち、プログラム
の企画・運営を進めています。

国 内 の 教 職員同 士、さらに は
海外の教職員とのネットワーク
を構築することができます。本
事業をきっかけに生まれた「出
会い」や「つながり」から、学校
間国際交流へと発展するケー
スも多数あります。

日々の教育活動の中で先生方
一 人 ひとりが 抱える悩 み や 課
題を国内外の教職員同士で共
有することにより、それを乗り
越えるた め のアイデアや自分
のコンテクストでは発見できな
かった新たな学びを創造する
ことができます。

プログラム期間中は、オンラインと対面の両形式で「しる」、「み
る」、「つながる」に関連する交流や活動を行いました。約1
週間にわたる対面プログラム終了後は、参加者が得た学び
や知見、教職員同士のネットワークをもとに、各国の先生方が

「アクションプラン」を作成し（「つくる」が指す活動）、その「ア
クションプラン」にむけて各地で様々な取組を進めています。
各プログラムは二国間交流が基本となりますが、「アクション
プラン」ではプログラムの垣根を越え、5ヶ国の参加者がお互
いに成果や知見を共有できるようにしています。「アクション
プラン」の内容は、訪問した国の学校との交流や、地域での
国際交流イベントの開催など多岐にわたります。

また、今年度からは経年分析やプログラム終了後のフォロー
アップに一層力を入れて取り組んでいます。プログラム前・中・
後の参加者の意識の変化や教育現場での国際交流、Change 
Makersとしての学校内外での取組などを中長期的に追跡し、
明らかになった点を今後のプログラムの質向上のために活
用していきます。また、参加者による事後の実践を幅広く発
信し、事業の成果普及と教職員交流の輪を参加者以外にも
大きく広げます。

事業の目的やねらい

01   事業概要　ACCUでは2001年からユネスコ（UNESCO）や国際連合大学（UNU）の事業として教職員国際交流事業を実
施してまいりました。2018年度からは文部科学省の事業として引き継がれ、25 年以上途切れることなく続いています。
国内外の「教職員」を対象とした本事業は、2001年から韓国、2002年から中国、2015年からタイ、2016年からはインド
が加わり、現在4ヶ国と連携し、東アジアから東南アジア、南アジアに交流国を広げています。

① ② ③ユネスコの理念に
基づく実施運営

共通課題について
教職員が「共に」考え
向き合うプログラム

持続可能な
ネットワークの構築

① 「教職員」が教育現場で国際交流を推進すること

② 国内外の多様な人々や文化に触れて「教職員」が
　 自己相対化を図ること

③ 「教職員」が Change Makersとして社会で活躍すること

ののビビジジョョンン：：多多様様なな文文化化がが尊尊重重さされれるる、、平平和和でで持持続続可可能能なな社社会会のの実実現現へへ貢貢献献

「「教教職職員員」」のの変変容容

ししるる（（知知識識）） みみるる（（経経験験）） つつななががるる（（交交流流））

「「教教職職員員」」がが教教育育現現場場でで国国際際交交流流をを推推進進すするる
「「教教職職員員」」がが自自己己相相対対化化すするる

「「教教職職員員」」がが ととししてて社社会会でで活活躍躍すするる

異異
文文
化化
をを
通通
しし
てて
学学
ぶぶ

ネネッットトワワーークク構構築築・・拡拡大大国国際際的的なな知知見見のの獲獲得得

出出
会会
いい
かか
らら
学学
ぶぶ

つつくくるる（（実実践践））

年年度度のの事事業業テテーーママ
・・「「ああたたららししいい」」学学びびをを考考ええるる

・・新新時時代代にに求求めめらられれるる教教職職員員像像をを考考ええるる

二二国国間間交交流流 多多国国間間共共有有

調調
査査
・・
研研
究究
のの
対対
象象

新新時時代代のの教教育育ののたためめのの国国際際協協働働ププロロググララムム（（初初等等中中等等教教職職員員国国際際交交流流事事業業））でで目目指指すすこことと

図１ 本事業の全体像　ⓒ2025　Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO (ACCU)​
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● 派遣プログラム参加人数 （海外を訪問するプログラムに参加した日本の教職員の数）

● 海外教職員との交流会参加人数 （日本国内で実施した海外教職員との交流会に参加した日本の教職員の数）

● 海外教職員の受け入れ等協力機関 （海外教職員の訪問受けれ等で協力した日本の教育機関の数）

● 招へいプログラム参加人数 （日本を訪問するプログラムに参加した海外教職員の数）
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令 和 6 年度参加者の多様 性（地 域と校種 ）

02

THAILAND

INDIA

CHINA

SOUTH KOREA
2Beijin

11Tianjin

1Khon Kaen

1Kalasin

3Buriram

1Surin

2West Bengal

5Uttar Pradesh

1Telangana

12 Sichuan

1 Chaiyaphum

2 Bangkok

3 Nakhon Ratchasima

2 Gujarat 

1 Delhi
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5Gyeongsangnam-do

3Busan

1Daegu

2 Incheon

10 Gyeonggi-do

1 Sejong

2 Chungcheongnam-do

4 Jeollabuk-do

1 Jeollanam-do

15 Seoul

2Gyeongsangbuk-do

1Jeju
10 8 0 24 0 2 5
6 10 0 9 2 4 1
5 6 0 7 1 0 6
8 1 3 3 2 2 0
1 2 0 6 0 0 3
6 1 0 0 4 1 0
1 1 0 7 0 0 3
5 2 0 4 0 1 0

42 31 3 60 9 10 18

8 10 0 17 7 3 0
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20 16 1 28 8 3 0

韓国
（韓国の先生）

韓国
（日本の先生）

中国
（中国の先生）

中国
（日本の先生）

タイ
（タイの先生）

タイ
（日本の先生）

インド
（インドの先生）
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（日本の先生）
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ACCUでは、参加者の担当教科や役職、校種、生活する地域を限定せず、多様なバックグラウンドをもつ教職員を対象に
プログラムを実施しています。これは ACCU が実施するプログラムの特徴の一つであり、国内外問わず幅広いネットワ
ーク構築へとつながるプラットフォームとしても機能しています。今年度は派遣プログラムに参加した日本教職員は76名、
招へいプログラムに参加した海外教職員は98名、招へいプログラムの交流会に参加した日本教職員は75名でした。こ
のページでは、令和6年度において4つの交流国（韓国、中国、タイ、インド）及び日本の様々な地域や校種から本プログ
ラムに参加した多様な属性の分布を地図等で示しています。

※派遣プログラムは、参加した日本教職員の
　人数を反映しています。
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当⽇の交流内容の検討

受⼊協⼒機関内での調整

当⽇に使⽤する資料準備
など

受�協⼒��

運営にむけた準備
など

海 外 協 ⼒ 機関との調整

ACCU

国内の関係機関・協⼒者
との調整

A C C U 主 催 の 説 明 会
（ オ ン ラ イ ン ミ ー ティング）

各 プログラムの受⼊協⼒機関の先⽣⽅を対象にオンライン説明会、
プログラムごとにオンラインミーティングを実施します。

4⽉〜5⽉�

受⼊協⼒機関での 打 ち 合 わ せ

A C C U 職 員 が 受 ⼊ 協 ⼒ 機 関 を 訪 問 し 、 現地での打ち合わせを⾏います。
主に、海外教職員が訪問する⽇の具体的な活動や、当⽇までに必要な

準備などを話し合います。

プログラム��⽇まで

プログラム期間中
海外教職員と の 交 流

プログラム���
海外の学校や教職員との 継 続 的 な 交 流
プログラムを通じて知り合った先⽣⽅とのネットワークが

プログラム終了後も続いています。

　  【インド教職員招へいプログラム】
久喜市立久喜東小学校：
教職人生において、まさに一生に一度あるかないかの貴重
な機会に携われたことを、大変光栄に思います。インドの先
生方から伺った貴重なお話は、非常に刺激的であり、多くの
学びを得ることができました。今後も同じ教育者として、互い
に切磋琢磨し、高め合っていければと考えております。

学校法人東京内野学園東京ゆりかご幼稚園：
インドの先生方とヨガやダンスを楽しんだことは、子どもたち
の記憶にも強く残っており、このような交流を継続的に行うこ
とができたらと考えております。また、インドの先生方と交流
後、インドのマジシャンによるマジック体験や、インドで生活
している方からインドの野菜をご紹介いただく等、インドに
ついて学ぶ機会が増えた1年となりました。実体験と日常的
に（図鑑などで）興味のあることを調べる体験がリンクしてい
くと深い学びにつながることも実感しています。今後もこの
ような交流の機会をつくり、インドをはじめ、様々な国や文化
等に触れる経験も保育に積極的に取り入れていきたいです。

埼玉県立越谷北高等学校：
インドの先生方と積極的にコミュニケーションをとろうとする
生徒の姿から、実際に Face-to-Face で交流することの素晴
らしさを改めて実感しました。今回の交流は生徒自身の学び
の意欲をさらに高める良いきっかけになったと感じています。
教職員交流の時間には、インドの学校事情や教職員の立場
などをインドの先生方が詳しく説明してくださり、教職員にと
っても学びの多い機会となりました。

　  【タイ教職員招へいプログラム】
呉市立仁方中学校：
本校には、タイ国籍・中国国籍・ブラジル国籍の生徒が在籍し
ていますが、国際交流や多文化共生などについての活動や
学習は行っていませんでした。その理由として、外国籍の生
徒であっても、日常会話は日本語であることや異文化理解を
必要とする場面がなかったことが挙げられます。しかし、今回
初めてタイの先生方に来ていただき、大変優しく生徒と交流
していただいたため、生徒の緊張感も解けて、大変楽しい交
流となりました。今回の訪問により、生徒たちはタイという国
や外国に対しての興味・関心が高まったように見られました。
国際交流はハードルが高いように感じていますが、一度何ら
かの形でやってみれば、大変面白く教育効果が高いと思うよ
うになりました。

広島県福山市立蔵王小学校：
交流の中で最も強く感じたことは、タイの方々がとても温か
で自然なやさしさをもって私たちと交流してくださったことで
す。そのため、どの学年の子どもたちも、授業の中だけでなく、
休憩時間もタイの方々と一緒に遊びたい、いろいろなお話を
したいと誘い、とても自然な交流ができました。今回、ねらい
としていた、「自然な形での交流ができるように」との思いを、
実現してくださったと思います。

広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授　牧 貴愛 先生 ：
笑顔溢れる日本とタイの先生方の交流会になったこと、それを
支えるユネスコ・アジア文化センターの方々のきめ細やかなサ
ポート、配慮が強く印象に残っています。指導学生にとってラ
ジオ体操、東広島音頭、とくにキャンパスオリエンテーリング
は新しい活動で、帰国後に、自らの勤務先（教員養成校など）
の課外活動などに採り入れることができるものでした。また、
キャンパスオリエンテーリングを、指導学生に任せて頂いたこ
とで、企画運営の経験を積み、終了後は達成感が得られたと
思います。タイ、日本の学校の先生方と知り合うことができた
ことや、今回の交流会の入念な準備、段取り、ラジオ体操によ
るアイスブレイク、ワークショップの進め方などなどユネスコ・
アジア文化センターの方々から学んだことが多くありました。

　  【中国教職員招へいプログラム】
八潮市立八條中学校：
教育相談や生徒指導、特別支援教育や保護者対応等につい
て、教職員として抱える課題や悩みは同様であること、その共
有・共感ができたことが、一教師として非常に良かったと感じ
ています。一方で、ICT 環境や学力向上に資する取組等、本校

（日本）とは異なる状況や考え方の一端について知ることが
できたことは、大きな収穫であったと考えています。

神栖市立息栖小学校：
中国の歴史・文化・言語・教育等について、これまで以上に興
味・関心を抱く教職員や児童が増えました。交流後の道徳の
授業で、「国際理解」についての授業を行った際、中国の先生
方から教えていただいた中国の文化と日本の文化の違いに
ついて触れながら、「文化に違いはあるけれど、どちらにもよ
いところがあるね。」と児童から意見が出ました。また、教職
員交流会で中国の先生方から質問を受けたことは、日本や本
校の教育システムなどを改めて考えるよい機会となりました。

　  【韓国教職員招へいプログラム】
王寺町立王寺北義務教育学校：
今回の訪問は、私たち教職員にとって、異文化理解を深める
貴重な機会となりました。韓国の先生方の熱心な姿勢に触れ
ることで、我々も視野が広がり、今後の教育活動に活かせる
ヒントをたくさん得ることができました。子どもたちにとって
も、韓国の先生方との交流は、国際感覚を養う上で非常に有
意義な経験になったと感じています。日韓の教育関係者同士
の交流は、両国の教育発展に貢献できると確信しています。

神戸市立神港橘高等学校：
本校教員と訪問団の先生方との意見交換は互いの教育に対
する思い、課題などを共有することができた点が特に印象的
でした。隣国でありながら文化の違いを感じ、勝手な偏見を
持っていた生徒もいました。しかし、訪問された先生方が熱
心に交流を深めてくださったことで、ネット等のメディアを通
じてしか知りえない限られた情報ではなく、授業や対話を通
じて、「もっと知りたい。」や、「行ってみたい。」、「今後も交流
をしてみたい。」というように変化が見られました。

本プログラムへの協力をきっかけに
海外の学校との交流も始まっていま
す。また、受入準備の過程で、「各機
関の職員間そして地域の方々との対
話が深まった」という声もあり、協創
への発展が期待されています。 

受入協力機関・プログラム協力者の方からいただいたコメント企画から実施までのプロセス

03 ACCU のプログラムでは、日本各地の教育機関に海外教職員の受入れをお願いしています。受入希望調査を経て決定し
た受入協力機関との連携を土台に、例年様々な活動を展開しています。プログラム実施までの大まかな流れは以下の通
りです。
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令和6年度は、プログラム実施
後に各参加者が「アクションプ
ラン」を作成しました。先生方
の「交流」から得た気づきや今
後 のビジョンを、ACCU ウェブ
サイトからぜひご覧ください！

各プログラムにおける「出会い」や経験が、各地での様々な国際交流や教育実践へと展開しています。ここでは、令和5年度、
及び令和6年度に実施されたプログラム参加者のその後の取組を一部ご紹介します。

プログラム参加後の取組

開智中学・高等学校　
三原 忠 先生
令和6年度の韓国政府日本教職員招へいプログラム

（韓国派遣プログラム）で訪問した韓国慶尚南道にあ
るチルウォン高校と姉妹校提携を締結しました。年末
年始には本校の生徒数名とともにチルウォン高校を
再訪し、日韓それぞれの SDGs 活動・探究活動につい
ての発表と伝統工芸（岩槻木目込人形）制作体験や韓
国の伝統的な遊び体験を行いました。単なる観光だ
けではなく、文化交流、授業参加、ホームステイなど
を通して、生徒も教員も一生のバディができるような
ワクワクする交換交流プログラムを令和7年度からス
タートします。

岡山市立操南中学校　
竹島 潤 先生
令和5年度のタイ政府日本教職員招へいプログラム（タ
イ派遣プログラム）をきっかけに、北海道置戸高等学
校（同プログラム参加者所属機関）、ナコーンラーチャ
シーマー県ソンナン学校と本校で交流を進めています。
タイから帰国後、各校生徒たちがオンラインで自分た
ちの学校紹介をするといった活動を展開し、令和6年
には3校教育交流協定を締結しました。今年の1月に
はオンライン３校教育交流協定プレ１周年記念事業
を開催し、今後も継続的に交流を進めていく予定です。

長崎市立土井首中学校　
石隈 亮子 先生
令和6年度のタイ教職員招へいプログラムの一環で、
広島大学で開催された日タイ教育交流会にて知り合
ったタイの Eiw 先生のシリントーン高校1年生と土井
首中学校1年生がグリーティングカードの交換をしま
した。「生徒が相手を意識してコミュニケーションを
とれたこと」「タイと日本の文化を学び、関心が高まっ
たこと」「英語を使う意欲が高まったこと」という点で
成果があったそうです。一方で、「もっと振り返りを充
実させること」「継続的・発展的な交流の仕組みを作る
こと」 「カード交換以外の交流方法にも挑戦する」と
いった課題も見つかったようです。 Kanlayanawat School   

マカポーン・ガーンプルー 先生
令和6年度のタイ教職員招へいプログラムに参加後、
勤務校で日本での経験に基づ いた展示をし、タイ教
育省の審査で高評価を得て1位となりました。展示は、
日本のアニメ「ガンダム」や11月10日に訪れた広島
平和記念資料館からインスピレーションを得たフィギ
ュアや模型を、再生紙をつかって制作したものです。
また、蔵王小学校と年賀状交換し、学校同士の取組
に留まらず、将来子どもたち同士の交流へ発展するこ
とを期待しているそうです。

愛知県立大府高等学校　
野々山 新 先生
令和6年度タイ政府日本教職員招へいプログラムで
得た知見を活用し、早速勤務校の高校2年生（3組と4
組）の世界史の特別授業として生徒に還元しました。
野々山新先生は、勤務校における主体的で対話的な
授業推進のトップリーダーで、県内外からの授業視察
の実績も複数ある先生です。「タイから学ぶ多文化共
生」という切り口から、生徒の世界史の探究活動に結
びつけた取組は、2025年3月に4回にわたり、①導入・
テーマ決め②調べ活動③調べ活動・まとめ④発表・リ
フレクションの内容で構成されています。導入部分で
は、タイへの関心を喚起するような学習教材を基に（先
生がタイで朝のジョギングの合間に撮った写真、タイ
の食べ物、タイの各時代を象徴し、且つ特徴的な仏像
の写真、同世代のタイの子どもの写真など、クラスの
生徒が興味を持ちそうな写真を随所随所に挿入して
いる）、生徒への投げかけ（常に問いを投げかけ、生
徒から引き出す）による先生と生徒、生徒同士の対話
形式で進められました。教科書や資料集にある地歴
情報に加えて、先生がみたタイの文化や街、学校の様
子が伝わり、生徒がどのようにタイを捉え、理解を深
めていくか楽しみです。

東京都立小平特別支援学校武蔵分教室
阪口 菜津子 先生
令和6年度の韓国派遣プログラムで訪問した釜山ソン
ウ学校の生徒さんと、小平特別支援学校中学部の生
徒でオンライン交流会を実施しました。交流会では
参加した子どもたちでダンスを踊ったり、クイズを出
し合ったりしてお互いに関心をもちながら、楽しい時
間を過ごすことができました。

長野県長野盲学校　
丸山 妙子 先生
令和6年度の韓国派遣プログラムへの参加をきっか
けにつながったご縁から、ソウル盲学校とのオンライ
ン交流を始めました。オンライン交流では、自己紹介
や学校紹介、箏の説明や演奏披露など様々な活動を
行いました。2025年1月には本校職員数名で、実際に
ソウル盲学校を訪問し、学校の施設や教育活動の見
学、教職員同士での意見交換等をしました。今後も児
童生徒間の交流のみにとどまらず、教職員間の交流も
活発に進めていきたいです。

立川市立第八小学校　
田部井 淳 先生
日印教職員交流会で知り合った Meenakshi Khushu
先生の学校（Shree Vasishtha Vidhyalaya）とオンラ
イン交流をしています。2025年2月には、本校5年生
とインドの学校の子どもたちが、それぞれの国の伝統
的なあそびを紹介しました。日本の子どもたちからは、
こまやけん玉等を紹介し、実演してあそび方を伝えま
した。インドの子どもたちからは、インドのあそびと
ともにヨガを教わり、日本側で再現に苦戦するポーズ
もありましたが終始楽しく交流ができました。このよ
うな交流を今後も継続して行い、子どもたちの異文化
理解や異文化コミュニケーションにつなげていきた
いと考えています。

日本の子どもたちがインドの子どもたちに手を振る様子
（日印オンライン学校間交流）

日タイ3校教育交流協定プレ1周年記念事業 集合写真

タイの学校における国際理解教育につながる展示

「タイから学ぶ多文化共生」の授業（探究活動）の様子

04

https://www.accu.or.jp/teachers_action_plan/

【参加者のアクションプラン】



13 14

今回は令和5年度と令和6年度に行われたプログラムの参加者であるパク・ジュヒ校長先生と石橋佳奈先生による対談
を実施しました。お二人は、2024年7月に韓国で開催された韓国政府日本教職員招へいプログラム( 韓国派遣プログラ
ム)で出会い、学校間交流が進められています。対談では、お二人がプログラムにご参加されたことをきっかけに今行っ
ている学校間交流のことをお話しいただきました。

日韓教職員対談 ― 日韓教職員の出会いからつながる 2 つの小学校 ―

韓国ヨンナム小学校
校長　
パク・ジュヒ 先生
令和5年度
韓国教職員
招へいプログラムに参加

福山市立山手小学校
教諭
石橋 佳奈 先生
令和6年度
韓国政府日本教職員
招へいプログラムに参加

パク先生が考える国際交流の意義

学校教育において、国際交流は地球市民教育を実践する
方法です。教職員は国際交流によって異なる文化と新しい
教育方法に触れ、多様かつ新しい視点から問題を捉えるこ
とができるようになります。また、地球市民教育の一環とし
てネットワークを拡大し、協働する機会を得ることも可能で
す。そして何よりも児童・生徒に、より広い世界を見せるこ
とのできる最良の機会が「国際交流」であると考えます。

石橋先生が考える国際交流の意義

「お互いの国の魅力を感じる輪」を広げることができるの
は国際交流の良さだと考えます。私たち教職員は日々、た
くさんの人々と関わり、教育活動を実践・展開することが
できる立場で、世界との架け橋としての役割が求められて
いると思います。教職員自身が、自分が住んでいる国だけ
ではなく、世界各国の魅力に触れる手段はたくさんあると
思いますが、教職員同士が国際交流をして、お互いの国・
教育・文化・伝統など様々な分野に触れる中で理解を深め、
両国の架け橋として自分自身にできることを実践し、発信
していくことが大きな意味をもつと感じています。発信し
始めたその時から、確実に一歩前進し、周囲の人の意識・
気持ちも少しずつ変わっていきます。やがて今度は、周り
の人が別の人に発信するきっかけにもなります。このように、
国際理解教育の輪が広がるのではないでしょうか。

パク先生・石橋先生からのメッセージ　～教職員国際交流プログラムへの参加を検討している先生方へ～

パク先生：将来開催されるプログラムへの参加を希望する皆さん！教職員国際交流は、多様な文化を理解し、
大切な絆を紡ぐ第一歩です。オープンな心とチャレンジ精神で、より広い世界へ向かってください。皆さん
の小さな一歩が、もう一つの世界と交流する大きなチャンスになります。新しい経験から、違いを超えて他
の文化を尊重しながら学ぶとき、より美しい世界が生まれると思います。

石橋先生：海外や国際交流に興味がある理由はそれぞれだと思います。まずは、皆様の「好き」という気持ちや
「興味・関心」そして「やってみたい」という思いを大事にしてほしいです。一歩目を踏み出すには、勇気や

覚悟も必要だと思いますが、始めの一歩を踏み出すことができると、何かが変わっていき、目標に向かって
前に進むことができます。そのチャレンジしていく過程で、色々な出会いがあり、視野も広がり、貴重な経験
が日々の教育活動や人生につながっていくと思います。ご自身の中に秘めている情熱や思いを胸に、ぜひ
一歩踏み出してみてください！
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石橋先生：パク校長先生が韓国教職員招へいプログラムにご
参加されたきっかけは何ですか？
パク先生：このプログラムについては、当時所属していた前任
校に届いた公文書を通じて知りました。私自身プログラムに
参加するまで日本に行ったことはなかったのですが、日本の
教育や文化に興味があり、校長として国際交流にも関心をも
っていました。そして教育活動を通じて子どもたちに広い世
界を見せたいという気持ちと、特に日本について知ってもら
いたいという気持ちもあり、プログラムへの参加を決意しまし
た。石橋先生はいかがですか？
石橋先生：韓国には今まで一度も行ったことなかったのですが、
ずっと韓国の文化に対する興味はありました。その中で韓国
派遣プログラムについて知り、韓国に行って、韓国の教育現
場や文化、先生たちや子どもたちの思いなどをたくさん吸収
したいなと思ったことをきっかけに参加しました。日本と韓国
は隣国同士だからこそ、お互いにたくさんのことを知り合い、

お互いの教育現場で生かすことが大切であると考えたことも
参加動機の一つです。
石橋先生：パク校長先生と7月に初めてお目にかかった時のこ
とを、今でも鮮明に覚えています。韓国派遣プログラム期間
中に釜山で開催された日韓教職員の共同活動で、たまたま私
の隣の席がパク校長先生でした。韓国語が話せなくてとても
緊張していたのですが、パク校長先生がスマホの翻訳アプリ
を使いながら、素敵な笑顔で優しく話しかけてくださり、リラ
ックスして交流を楽しむことができました。
パク先生：石橋先生も私に温かく接してくださり、そのお人柄
にとても惹かれました。先生は好奇心に溢れていて、私から
の質問に対しても誠実に答えてくださいました。その姿から、「こ
の方はきっと良い先生だな」という印象を持ちました。
石橋先生：特に覚えているのは、共同活動終了後に「石橋先生
と出会えてとても幸せです」と言ってくださったことです。私も
パク校長先生に対して同じように思っていたのでとても嬉し

かったです。
パク先生：あの日をきっかけにオンラインでメッセージのやり
とりを始めて、石橋先生がヨンナム小学校と山手小学校の交
流をご提案くださいましたね。
石橋先生：韓国に行って、現地で先生方や子どもたちと直接話
をして、とっても温かい気持ちになりました。この温かい気持
ちを私だけではなく、帰国してから山手小学校の他の先生方
や子どもたちにも伝えたいと思いました。そこで帰国後、所属
校の校長先生と相談の上、ヨンナム小学校との交流について
パク校長先生に提案しました。
パク先生：ヨンナム小学校の先生方に山手小学校との国際交
流について話をしたところ、「ぜひやりたいです！」という先生
が出てきました。校長という立場としては、本校の先生方が国
際交流に積極的な姿勢で取り組まれることが非常に嬉しかっ
たです。日本の学校との交流のきっかけをくださった石橋先
生には心から感謝しています。
石橋先生：パク校長先生の学校との交流を開始した当初、山
手小学校は「We love Korea」、ヨンナム小学校は「We love 
Japan」というテーマを掲げ、お互いの国の好きなところを子
どもたちが伝え合いました。お互いに言語の壁があったため、
英語を使った動画を送り合う国際交流から始めることができ、
とても良かったです。動画では、山手小学校の子どもたちが
韓国の好きな食べ物やアイドルについて紹介しました。
パク先生：ヨンナム小学校にとって、山手小学校との交流は「初
の国際交流」でした。こういった本校の状況や言語面での課
題を踏まえ、動画を送り合う交流からスタートできたことはと
ても良かったです。ヨンナム小学校から山手小学校に送った
動画は、本校の国際交流担当の先生が5年生の子どもたちと
ともにつくっていました。動画には、日本のアニメ主題歌をカ
リンバで演奏する様子や、日本で有名な曲にあわせて子ども
たちが踊る動画などをお送りしました。
石橋先生：ヨンナム小学校から動画が届いた後、山手小学校
の子どもたちからは、「ヨンナム小学校ともっと国際交流したい！」
と言われるようになりました。この様子を見た周りの先生方
から「同好会を作ったらどう？」というご提案があり、その後「ヨ
ンナム・山手国際交流同好会」を立ち上げ、ヨンナム小学校に
ダンス動画も送りました。

パク先生：そのような経緯で同好会ができたのですね。私の
学校でも国際交流担当の先生方と議論して、山手小学校のよ
うに同好会を作ったり、より良い国際交流ができる方法を模
索していきたいと思います。
石橋先生：他にも、地域の紹介動画を送り合いましたね。
パク先生：そうですね。山手小学校からは福山市を紹介する
動画を送ってくださいましたね。
石橋先生：ヨンナム小学校からもトンヨンの観光地などを紹介
する素敵な動画を送ってくださり、とても嬉しかったです。ヨ
ンナム小学校からいただいた写真は山手小学校の図書館に
飾り、韓国の魅力を伝えるイベントを開催しました。
石橋先生：動画での交流は回数を重ねて続いていますが、山
手小学校との国際交流を始めた当初と現在を比べて、ヨンナ
ム小学校の先生方や子どもたちに変化はありましたか？
パク先生：はい、ありました。まず、学校の正式な校務として「国
際交流」が加わりました。令和6年度までは有志の先生方によ
る活動の一つとして進められていたので、これは学校にとっ
て大きな変化でした。石橋先生からのお誘いによりこのよう
な変化が生まれ、とても感謝しています。また、本校の子ども
たちが日本文化に触れる中で国際交流に関心を持ったという
ことも、学校としての変化であり私自身の喜びの一つでもあり
ます。
石橋先生：山手小学校の子どもたちも、交流を通じて韓国や
国際交流への興味関心が高まっています。
パク先生：そのようなお話を聞くことができてとても嬉しいです。
今後は国際交流を継続的に行っていき、この交流が山手小学
校とヨンナム小学校の子どもたちが直接会うきっかけになれ
ばいいなと思います。
石橋先生：私自身も、継続的にヨンナム小学校と山手小学校
が交流できたら良いなと思っています。そして、今後は動画だ
けではなく、オンラインでのリアルタイム交流や対面交流など、
何か別の形で交流できたら良いですね。
パク先生：リアルタイムでオンライン交流をして、その中で子
どもたちがお互いにダンスや歌を披露する交流も面白そうです。
石橋先生：良いですね。持続可能な交流の進め方について、
今後も一緒に考えていきましょう！
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本プログラムを実施する意義を改めて見つめ直し、参加者にとって有意義なプログラムを生み出せるよう、東洋大学社
会学部教授の米原あき先生をプログラムアドバイザーとしてお迎えし、プログラムの企画から調査・分析まで幅広くご協
力いただきました。ここからは、米原先生による本事業の調査・分析に基づき、今年度のテーマについて参加者の先生
方が考えたことや、アンケート調査から見えた本事業の成果を示していきます。

令 和 6 年度事業の評価

プログラムアドバイザー
米原 あき 先生

東洋大学社会学部社会学科
教授

比較教育政策学、評価学、国際協力論、人間開発論、社会
統計・調査を専門とし、SDGs や ESD など人間開発に関わ
る取組の評価研究を行う。日本評価学会副会長・事務局
長、専門社会調査士。主著『SDGs 時代の評価：価値を引
き出し、変容を促す営み』( 筑波書房 ) 等。

世界の各地域で、平和な社会を揺るがす出来事が多
数発生しており、多様性を認め合い、対話を通じた平
和な社会の実現に向けて、「人づくり」の長期的な取
組が求められています。 
その中で、教職員は重要なステイクホルダーであると
言えます。特に初等・中等教育に携わる教職員は、子
どもたち・保護者・地域住民を繋ぎ、対話をすすめる
ことができる、その地域のハブとしての立場にもいる
ためです。 
一方で、学校教職員は同質的な環境で時間を過ごし、
多様な人々と出会う機会が少ない傾向にあります。本
交流事業を通じた多様性との出会いや対話の経験は、
教育現場における多様性理解へのヒントとなり、教職
員を Change Make​​rs へと涵養する機会を提供します。 

このロジックモデルに則り、本事業では以下のように定量的なデータと定性的なデータの両方を用いた混合手法
による評価を行いました。I ～ III に従って順次概説していきます。分析対象となったデータは、執筆時点ですべて
のデータが揃っているインド及びタイからの招へいプログラム参加者24名（インド、タイそれぞれ12名ずつ）です。
また、日本教職員の派遣プログラムについては、ホスト機関によってプログラム内容が大きく異なるため、分析の
対象外としています。 

本事業の評価の枠組みとして、今年度からプログラム評価
の手法を導入しました（山谷他 2020）。プログラム評価は、
ニーズ評価、セオリー評価、プロセス評価、アウトカム評価、
効率性評価の5つの領域から成る包括的な評価の方法で

（図１）、「結果」だけを見る事後評価とは異なり、俯瞰的
な視点から、プロセスをブラックボックス化させない評価
を行うことができます。

プログラム評価の特徴として、セオリー評価の段階でロジ
ックモデルを策定することが挙げられます。本事業の場合、
事業担当者と筆者との協働により、p.16にあるロジックモ
デルを策定しました。このロジックモデルに、この事業の
ビジョンと、そのビジョンを実現するための具体的な活動と、
それらの成果を可視化するための指標が示されています。

図１　プログラム評価の5領域

06

プログラムのコストと効率性の評価

プログラムのアウトカム／インパクト評価

プログラムの実施プロセスの評価

プログラムのデザインとセオリーの評価

プログラムのニーズ評価

本事業のロジックモデル

図１　プログラム評価の5領域

対話や多様性を重視する教職員交流事業が
なぜいま求められているのか 

※ アンケート質問項目は p.22の【別紙】参照
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③国際交流や国際理解に対する関心の変化（7件法） 

以上の分析結果から、ロジックモデルの「活動」の中に明
示されていた「目標」の１～３については達成されたと言
えます。すなわち、このプログラムを通じて多くの参加教
職員の「異なる相手に対する関心」が高まり、「異なる相手
に対する知識」が深まり、「国際交流や国際理解に対する
関心」が高まったと言えるでしょう。

これらの質問は7件法で問われましたが、「どちらとも言え
ない [4] ～全くそう思わない [1]」については選択した対象
者がおらず、すべての参加教職員が「とてもそう思う[7] ～
どちらかと言えばそう思う[5]」のいずれかを選択していま
した。上図から明らかなように、いずれの質問にも半数以
上の参加者が「とてもそう思う」と回答しており、このプログ
ラムが参加者の意識変容に一定の影響を与えたと言えます。 
さらに、「質問13①から⑤の中で、一番強く思うものはどれ
ですか？」という問いに対して最も回答が多かったのが、「⑤
自分の学校で国際交流プログラムを新たに立ち上げたり、
促進したりしたい」という「国際交流プログラムへの意欲」と、

「③このプログラムで学んだことを自分の学校の教育活動
に応用したい」という「教育活動への活用」でした。

この回答結果から、少なくともプログラムの終了時点では、
参加者に帰国後の教育活動への動機付けがなされている
ことが分かります。これらの動機が帰国後に実際に実を結
んでいるのか、具体的にどのような教育活動・国際交流プ
ログラムが実現しているのかについては、前のページで
紹介している参加者の事後の取組（p.11-12）や、日韓教職
員対談（p.13-14) をご覧ください。 
最後の質問「この交流プログラムは継続するべきだと思い
ますか？」では、参加したすべての教職員が「とてもそう思
う・そう思う」と回答しています。

I-3. 参加教職員の動機付けに影響を与えている要因 

上記の分析より、参加教​職員の多くが、このプログラムを
通じて、「国際交流プログラムへの意欲」と「教育活動への
活用」を「一番強く」感じていることが明らかになりました。
そこで、この二つの変数を合成して「動機付け」という変
数を作成し、この変数と他の変数との関係性を分析したと
ころ、以下のような関連が析出されました（相関分析 SPSS 
ver.29: ** 1％水準、* 5% 水準で有意）。 

ここから、プログラムで学んだことを帰国後の教育活動や
国際交流プログラムに活用したいという動機付けの高い
参加者は、もともと「日本に対する関心」や「国際交流に
対する関心」が高い傾向があり、同時に、「同僚との共有」
に積極的で、「日本の先生たちとのネットワーク」を広げる
ことができたと感じている傾向があることが分かります。 

「日本に対する関心」や「国際交流に対する関心」が高い
傾向は、このようなプログラムに参加する先生方全般に見
られる傾向であり、今後もこの傾向が大きく変わることは
ないと考えられます。一方で、「同僚との共有」や「日本の
先生たちとのネットワーク」については、プログラム内の
働きかけによって強化することができる変数であると考え
られます。相関分析から因果関係を特定することはできま
せんが、帰国後の動機付けに影響を与え得るこれらの要
素を促進するようなプログラムづくりが有効であると言え
そうです。 

I-2. このプログラムによってもたらされた意識変容 

次に、このプログラムが参加者の意識にどのような変化を
もたらしたのか（質問13①から⑤）を検討したところ、以下
のような傾向が析出されました。 

【質問13- ①～⑤】（7件法） 
①このプログラムを通して、日本の先生たちとのネッ
　トワークができた、あるいは広がったと感じる。 
②このプログラムを通して、自国の先生たちとのネッ
　トワークができた、あるいは広がったと感じる。 
③このプログラムで学んだことを自分の学校の教育
　活動に応用したい。 
④この経験を自分の学校の同僚と共有したい。 
⑤自分の学校で国際交流プログラムを新たに立ち上
　げたり、促進したりしたい。

動機付け

日本に対する関心
事前

国際交流に対する
関心 事前

日本の先生たちと
のネットワーク

同僚との共有

本プログラムでは、評価活動の一環として、プログラム終
了時にアンケート調査を行いました（アンケート票は別紙

〈p.22〉のとおり）。このアンケート票の中に、上記のロジ
ックモデルの「活動」の中にある「目標」を評価するため
の質問項目が設定されており（質問7-13）、これらがこの
プログラムの評価指標となっています。以下ではこれらの
項目を統計的に分析した結果を考察していきます。

I. アンケート調査による定量評価 
II. 記述回答による定性評価 

III. 総括 

I-1.　関心や知識の高まり・深まり 

下図は、それぞれ、①日本に対する関心、②日本の教育に
関する知識、③国際交流や国際理解に対する関心が、プ
ログラム前後でどのように変化したかを分析したものです。
ｔ検定の結果、いずれも統計的に有意に上昇しているこ
とが明らかになり、このプログラムの成果を裏付けている
ことが分かります。 
①日本に対する関心の変化（7件法）

【質問13- ①～⑤】このプログラムによってもたらされた意識変容

一番強く思うものはどれですか？

注）対応サンプルのｔ検定 Excel ver. 2412

注）対応サンプルのｔ検定 Excel ver. 2412

注）対応サンプルのｔ検定 Excel ver. 2412

②日本の教育に関する知識の変化（5件法）

I.　アンケート調査による定量評価 
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【質問7-8】日本に対する関心

【質問9-10】日本の教育に関する知識

【質問11-12】 国際交流や国際理解に対する関心
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【インド _ 事前】

【インド _ 事後】

インド教職員の「『あたらしい』学び」や「新時代に求めら
れる教職員像」に対する理解をプログラム前後で比較する
と、参加前には「問題解決能力」や「批判的思考」「社会的
包摂」といった、インドの国家教育政策に含まれるキーワ
ードが多数あり、「学習者」というワードが「教育者」よりも
大きい文字で表れています。一方で、プログラム参加後に
は「子どもたち」と同じ大きさで「教職員」という言葉が現
れており、図3でも紹介した「ファシリテーター」や「グロー
バルシチズン」など、事前アンケートにはないキーワード
が抽出されました。この背景には、日本の受入協力機関
における実践に触れ、それらの機関の教職員と交流したこ
とで、「教職員」が求められる役割や使命に対する捉え方
が変わり、「グローバルシチズン」としての子どもたちを育
むことや、より良い学びを創る「ファシリテーター」として
教職員が教育に携わることの重要性を認識したことがあ
らわれています。

令和6年度のプログラムのテーマは「『あたらしい』学びや
新時代に求められる教職員像を考える」でした。「あたら
しい学び」とはどのようなものなのか、また、「新時代に求
められる教職員像」とは何なのか、異なるローカリティを
もった教職員が議論を交わす中で、互いの常識や経験の
範囲を超えた学びのシナジーが起こり、自分たちの文脈の
なかだけでは得られなかった気づきを得て欲しい――こ
れが今年度のテーマの狙いでした。プログラムを終えて、
実際にどのような気づきが得られたのか、「あたらしい学び」
や「新時代に求められる教職員像」の理解にどのような変
化が生じたのか、以下では定性的なデータから読み解い
ていきます。 
分析に使用するデータは、「あたらしい学び」と「新時代に
求められる教職員像」に関する参加教職員一人ひとりの言
葉です。以下では、彼らの語りからキーワードを抽出した
内容分析と、AI テキストマイニングツール（ユーザーロー
カル https://wordcloud.userlocal.jp/ ）を使用したテキ
スト分析による分析結果を概説します。

II. 記述回答による定性評価 II-1. インドの教職員 

プログラム参加前後にインド教職員が考えた「あたらしい
学び」や「新時代に求められる教職員像」に含まれるキー
ワードをまとめたものが図2（P.19）と図3（P.20）です。
参加者のプログラム前後の変化を見る中で、インドの先
生方が考える「あらたしい学び」のキーワードとして、「学
習者による主体的・協働的な学び」や「探究心に基づく学
び」が浮かび上がってきました。また、「新時代に求められ
る教職員像」としては、教職員が継続的に学び、資質能力
の向上を目指す姿勢や、社会や子どもたちの状況やニー
ズに柔軟に対応し、ファシリテーターとして活躍する教職
員がポイントとして語られています。 

子どもたちに
期待するもの

個人の成長と挑戦の両方に不可欠なスキル

批判的思考力、問題解決能力、適応力、
グローバルな視野 ICT活用力

予測不可能な社会で生き抜くための力

様々な情報を正確に理解する

Holistic development
参加前

他者との協働学習と個別学習（互いに学び合う
こと、自分自身で専門性を磨くことの両立）

自主性、批判的思考、創造力 自国の文化への理解

チームワーク

活動に責任感をもって取り組む

変わりゆく社会に対応できる能力
参加後

（学校における）
学びの環境
コンテンツ
方法論
など

各教科で得た知識をもとに、新たな問いや
課題に向き合うことのできる環境の必要性

児童・生徒中心のアプローチ 体験学習、PBL

より良い生活や社会の実現につながる学び

学校内外のリソースを活かした学び

社会に対する見方を変えることのできる学
び

（学習者が）自分自身の考えや思いを躊躇せず表現できる環境の構築

地球市民教育探究心や経験、体験をベースにした学び

教育制度改革
など

すべての人が教育にアクセスすることの必要性

興味関心に基づきコースを選択し、専門性を深めることのできるカリキュラム

「あたらしい」学び

参加前

参加後

参加前

参加後

考え方や姿勢

時代の変化や子どもたちのニー
ズを理解する

他の教職員から学び、自分自身も周りへ良い影
響を与えられるよう努力する

子どもたちの見本となるようなロールモデルとし
ての教師

他者と協働する姿勢自己・他者の幸福を願う
（尊敬と包容力のある態度）参

加
前

常に学習者の興味関心や発達をベースに教育活動を行う

継続的にスキルアップを目指して努力する

参
加
後

新時代に求められる教職員像

求められる
スキル
など

子どもたちが授業から様々なこと
を学び、吸収できる環境をつくる

リーダーシップ コミュニケーション能力 ICTを効果的に活用する能力や
デジタルリテラシー

子どもたちの多様なニーズを効果的にサポートする能力
（適応力、共感力、忍耐力、積極性）参

加
前

変わりゆく社会に対応できる能力
（アダプタビリティ）

ファシリテーター最新技術や新しい指導方法をうまく授業に取り入れる能力

参
加
後

管理職を含め教職員間での連携がとれる環境構築

インドの先生方の語りをテキストマイニングツールによっ
てワードクラウドにしたものが以下の図です。

図2　インド教職員が考える「あたらしい」学びのキーワード

図3　インド教職員が考える「新時代に求められる教職員像」のキーワード
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【タイ _ 新時代に求められる教職員像 _ 事前】

【別紙】令和6年度 海外教職員招へいプログラムアンケート質問項目一覧

【タイ _ 新時代に求められる教職員像 _ 事後】

「新時代に求められる教職員像」に着目すると、プログラ
ム参加前は、「統合」「評価」「向上」「持続」「デジタル」「最
新技術」「開発」などの名詞が多く出現しているのに対し、
参加後は「変える」「伝える」「作り出す」「営む」「図る」「引
き出せる」「整える」のような動詞がより現れていること、
参加前にはなかった「潜在能力」や「手助け」といったワ
ードや「協働」がやや大きくみられるのが特徴的です。タ
イの先生方が、日本の学校を実際に訪問して、地域の支援
員さん・PTA・学校が協働して学校教育や学校運営につい
て議論し、地域・保護者・学校の関わりの中で子どもを育
ていくプロセスに参加したことや、全国平均を上回る不登
校者率を抱える学校を訪ねて、個々の生徒に対する支援
体制を自分の目でリアルに視察したことにより、教職員単
体の問題として教職員のあり方を捉えるのではなく、他者
とともに子どもに目を向け、手立てを講じながら子どもの
成長や発達に関わっていく立場にある者として、教職員像
を捉え直す傾向が示されていると考えられます。

以上のアンケート調査や記述回答による定量・定性評価に
より、本プログラムに参加した教職員の、他者・国際交流
及び国際理解に対する関心が高まったことが明らかにな
りました。この結果から、今年度のプログラムが、参加者
の「Change Makersとしての資質」の涵養に寄与したと言
うことができます。
また、今年度のテーマ「あたらしい学びと新時代に求めら
れる教職員像を考える」に立ち返ると、プログラム参加後
にインドとタイの教職員が考える「あたらしい学び」や「新
時代に求められる教職員像」からは、以下のような特性が
読み取れました。 

・子どもたちの探究心や発達に寄り添うことのできる学び      
・コミュニティ全体での学び      
・教職員がファシリテーターとなって教育活動を推進すること      
・社会の変化に対応できるよう教職員そして学習者が生涯
  学習に取り組むこと      

III. 総括：ロジックモデルに立ち返ってⅡ -2. タイの教職員

タイの先生方の語りをテキストマイニングツールによって
ワードクラウドにしたものが以下の図です。タイのケース
では、インドと異なり、「あたらしい学び」と「新時代に求
められる教職員像」について別々に回答してもらいました。
また、分析文字数の関係上、インドの分析ではできなかっ
た詳細な分析が、タイのデータでは可能になっています。

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」

にのみ出現するワード

あたらしい教師求める広い果たすスキル多様
明るい詳しい統合評価目指す行うデジタル
創造向上問題実践思考持続教材最新技術活用
生涯学習設計資質うたううるかかわるつける

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」

によく出現するワード

学び 促す 授業 開発

プログラム参加前

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」

にのみ出現するワード
教えるふさわしい与える像教員上手い美しい
づける取る変える潜在能力自身適応手助け
運営道徳あふれるいける伝える作り出す
使える叶う営む図る変わる引き出せる整える
暮らす満ちる生きる

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」

によく出現するワード

できる良い続ける先生変化学ぶ必要考える
社会成長

プログラム参加後

プログラム参加前後の考えの中に頻出するワード
持つ生徒新しいいく能力新時代教育開く

促進学習教授テクノロジー分析引き出す育てる

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

教師
生徒
能力
先生
学び
変化
必要
像
教員
スキル
多様
新時代

潜在能力
自身
適応

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」に頻出する名詞

プログラム参加前 プログラム参加後

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

教える
求める
持つ
いく
できる
与える
続ける
学ぶ
果たす
考える
づける
取る
変える
促す
目指す

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」に頻出する動詞

プログラム参加前 プログラム参加後

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

あたらしい

新しい

ふさわしい

広い

良い

上手い

明るい

美しい

詳しい

タイ教職員が考える
「新時代に求められる教職員像」に頻出する形容詞

プログラム参加前 プログラム参加後

p.19-21の分析から明らかになったとおり、参加前にはな
かったキーワードや概念が組み込まれた、「あたらしい学び」
と「新時代の教職員像」が考案されました。 

以上の結果から、本プログラムは、参加者の教育に対する
考え方や心構えに変化をもたらすとともに、参加者自らの
教育実践や教師としての自分自身を客観的に見つめ直す
機会をつくることができ、それによって Change Makers を
育成していると考えられます。「あたらしい学び」や「新時
代に求められる教職員像」はこれからも様々なコンテクス
トの中で更新され続けていくことが予想されますが、本プ
ログラムを継続してこのテーマを追求することで、より多く
の教職員が Change Makersとなる機会を提供し続けるこ
とができると考えられます。今回の調査・分析で明らかに
なったことを 、本プログラムの質向上にむけて活用し、来
年度以降のプログラムの改善に努めながら、このプログラ
ムを継続的に実施することで、「多様な文化が尊重される
平和で持続可能な社会の実現に貢献する」ことが期待さ
れます。

R6 年度海外教職員招へいプログラムアンケート質問項目一覧 
# 質問項目 

1. お名前 
2. 所属機関名 
3. なぜこのプログラムに参加しようと思ったのですか？ 

選択肢：日本との交流に関心があったから／国際交流全般に関心があったから／活動内容・テーマに関心があったから／過去の参加者やその他関係者に勧めら

れたから／その他 
4. 上記の質問で「その他」を選んだ方は具体的にご説明ください。 

5. プログラムに参加した感想を教えてください。（自由記述） 
6. 一番印象的だった（良かったと感じる）活動を教えてください。（自由記述） 
7. このプログラムに参加する前、日本についてどれくらい関心をお持ちでしたか？  

選択肢：とても強い関心／強い関心／まあまあ強い関心／どちらとも言えない／まあまあ弱い関心／弱い関心／とても弱い関心 
8. このプログラムに参加した後の現在、日本についてどれくらい関心をお持ちですか？ 

選択肢：とても強い関心／強い関心／まあまあ強い関心／どちらとも言えない／まあまあ弱い関心／弱い関心／とても弱い関心 
9. このプログラムに参加する前、日本の教育についてどれくらいのことをご存知でしたか？ （参加前） 

選択肢：とてもよく知っていた／ある程度知っていた／どちらともいえない／あまり知らなかった／全く知らなかった 
10. このプログラムに参加した後の現在、日本の教育についてどれくらいのことをご存知ですか？  

選択肢：とてもよく知っている／ある程度知っている／どちらともいえない／あまり知らない／全く知らない 
11. このプログラムに参加する前、国際交流や国際理解についてどれくらい関心をお持ちでしたか？  

選択肢：とても強い関心／強い関心／まあまあ強い関心／どちらとも言えない／まあまあ弱い関心／弱い関心／とても弱い関心 
12. このプログラムに参加した後の現在、国際交流や国際理解についてどれくらい関心をお持ちですか？ 

選択肢：とても強い関心／強い関心／まあまあ強い関心／どちらとも言えない／まあまあ弱い関心／弱い関心／とても弱い関心 
13. 以下の記述についてどう思いますか？ 

13-① このプログラムを通して、日本の先生たちとのネットワークができた、あるいは広がったと感じる。

選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
13-② このプログラムを通して、自国の先生たちとのネットワークができた、あるいは広がったと感じる。

選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
13-③ このプログラムで学んだことを自分の学校の教育活動に応用したい。

選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
13-④ この経験を自分の学校の同僚と共有したい。

選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
13-⑤ 自分の学校で国際交流プログラムを新たに立ち上げたり、促進したりしたい。

選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
14. 13₋①から⑤の中で、一番強く思うものはどれですか？ 

① ／ ② ／ ③ ／ ④ ／ ⑤

15. この交流プログラムは継続するべきだと思いますか？ 
選択肢：とてもそう思う／そう思う／どちらかと言えばそう思う／どちらとも言えない／どちらかと言えばそう思わない／そう思わない／全くそう思わない 
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　  韓国政府日本教職員招へいプログラム
〈概要〉

日本 教 職員を韓 国 に派 遣 する本プログラムは、2003 年
から文部科学省および国際連合大学の協力のもとで実
施されてきました。そ の 後、2005 年 からは 韓 国 教 育 部
の協力を得て、韓国ユネスコ国内委員会（KNCU）による

「ユ ネスコ日韓 教 職員対 話プログラム」の 一 環として行
わています。令 和 6 年 度 のプログラムで は、日韓 教 職員
間 の 友 好 及 び 相 互 理 解 推 進 によるネットワーク構 築 に
加 え、持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 (ESD: Education 
for Sustainable Development)、地 球 市 民 教 育 (GCED: 
Global Citizenship Education)、日韓両国が抱える教育
分野における課題に関する意見交換や対話の促進を目指
し、以下の日程で開催されました。

参加者リスト

参加者リスト

氏名

氏名

氏名

所属先

所属先

所属先

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

増田 恵津子

大西 浩之

浦川 伸子

阿部 みどり

的場 秀騎

橿山 光博

青野 遼

町田 登志子

廣瀬 龍太郎

西田 朋加

田邊 智子

神保 智美

井上 篤

唐木澤 瞳

橋爪 伸幸

土谷 沙織

鈴木 知美

高田 一磨

上田 敏廣

山本 正太

大塚 親子

坂本 交司

石橋 佳奈

井越 規之

三原 忠

氏田 洵悠

青田 祐子

東 敬祐

上田 沙也加

冨山 玲

鈴木 あかね

阪口 菜津子

大貫 一枝

小西 智子

亀山 勇

丸山 妙子

四方田 実希

久原 巳季

宇津野 志保

木内 美穂

松村 孝幸

牛坂 留都

渡邊 由衣

室岡 優輔

金子 千尋

蓮見 詩保子

田代 成香

栗林 正

圓山 裕史

高木 慶子

金子 綱基

今関 雄太

静 詩葉

小宮山 裕美子

村井 悟志

青木 朋恵

アフリディ　
マシャール

明石市立魚住東中学校

日野市立日野第七小学校

長崎県立長崎東高校

杉並区立杉森中学校

呉市立蒲刈小学校

目黒区立菅刈小学校

軽井沢町立軽井沢西部小学校

千葉県立松戸国際高等学校

神戸市立いぶき明生支援学校

さいたま市立慈恩寺中学校

八千代市立西高津小学校

新潟県立国際情報高等学校

宮崎県立日南高等学校

長野県中野西高等学校

関西創価中学校

千葉市立轟町中学校

横浜市立幸ケ谷小学校

神奈川県立厚木西高等学校

稲城市立若葉台小学校

神戸市立横尾小学校

大垣市立西小学校

奈良教育大学附属中学校

福山市立山手小学校

東京都町田市立武蔵岡中学校

開智中学・高等学校

大分県立大分上野丘高等学校

京都府立西乙訓高等学校

実践女子学園中学校高等学校

奈良県立山辺高等学校

武田中学校 武田高等学校

兵庫県立舞子高等学校

東京都立小平特別支援学校
武蔵分教室

日光市立藤原中学校

日本体育大学柏高等学校

桜美林中学校・高等学校

長野県長野盲学校

八千代市立大和田中学校

愛知県立昭和高等学校

神奈川県立新栄高等学校

東洋女子高等学校

多摩市立多摩永山中学校

埼玉県立常盤高等学校

延岡市立黒岩小学校

文部科学省 総合教育政策局 教育人材政策課　
教員免許・研修企画室 法規係

文部科学省 初等中等教育局 学校デジタル化
プロジェクトチーム学校デジタル化総括係

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

奈良市立伏見小学校

横浜市立横浜総合高等学校

甲府市立大国小学校

渋谷教育学園幕張中学校高等学校

恵泉女学園中学・高等学校

長野市立長野高等学校

東京都立足立西高等学校

埼玉県立越谷北高等学校

名古屋大学教育学部附属
中・高等学校

校長

校長

国語

音楽

教頭

事務主任

全教科

美術

職業

グローバル・ス
タディ（英語）

音楽

英語

美術

英語

英語

音楽

全教科

英語

校長

理科

多文化共生教育
（外国人児童生徒指導）

英語

国語・算数・社会・道
徳・総合・自立活動

保健体育

商業科

小学校全教科/
特別支援学級

保健体育

数学

英語

英語、地歴公民

地理

英語

美術

国語

英語

地理公民

中高英語、
小学校全教科

学校事務

英語

理科

教頭

社会科

全教科

理科（化学）

英語

教頭

理科 

母性看護 

理科

保健体育

英語

保健体育

日付

日付

Day

Day

活動

活動

開催地・
開催形態

開催地・
開催形態

オン
ライン

オン
ライン

千葉県

慶尚南道

慶尚南道

慶尚南道
釜山

釜山

千葉県

オン
ライン

オン
ライン

慶尚南道

韓国ユネスコ国内委員会主催のオリエ
ンテーション

（韓国の教育制度・主要課題についての
講義など）

ACCU 主催のオリエンテーション
・韓国の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 総合教育政策局参事官（調
査企画担当）付
外国調査係　田中 光晴 氏

出発前オリエンテーション

・出国（成田国際空港→金海国際空港）
・開会式、歓迎晩餐会

【Aグループ】
チルウォン高校訪問、ホームビジット

【Aグループ】
知恵の海図書館、幸せ村学校、チャンウォ
ン芸術学校、チャンウォン自由学校訪問

・[ ワークショップ ] 講演及び日韓教職
員の共同活動（２）
・日韓教職員交流会

帰国（金海国際空港→成田国際空港）

フォローアップミーティング①

フォローアップミーティング②

【Aグループ】ミルジュ小学校、慶尚南道
教育庁 ウポ生態教育院訪問

【Bグループ】
金海外国語高校訪問、ホームビジット

【Bグループ】
釜山ソンウ学校訪問

【A・Bグループ共通】
・釜山文化財団 朝鮮通信使歴史館訪問
・[ワークショップ ] 講演及び日韓教職員
の共同活動（１）

・晩餐会

【B グループ】チジョン小学校、慶尚南道
教育庁、未来教育院、慶尚南道ウィリョン
教育支援庁訪問

6月14日
(金)

7月12日
(金)

7月13日
（土）

7月14日
(日)

8月24日
(金)

2025年
1月11日

(土)

6月29日
(土)

7月8日
(月)

7月9日
(火)

7月10日
(水)

7月11日
(木)

1

7

8

9

10

11

2

3

4

5

6

１．日本教職員派遣プログラム

　  中国政府日本教職員招へいプログラム
〈概要〉

日本と中国との間の国際交流事業は、2002年に中国から
初等中等教職員を招へいしたことを契機に、2003年から
はさらなる交流を促進するため、日本の初等中等教育教
職員が中国を訪問するプログラムを実施してきました。令
和6年度は中国教育部の協力のもと、以下の日程にてプロ
グラムが実施されました。

日付Day 活動 開催地・
開催形態

オン
ライン

東京都

東京都

オン
ライン

西安市

北京市

北京市

西安市

西安市

オリエンテーション
・中国の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 総合教育政策局調査企画課
外国調査第二係長 新井 聡 氏

出発前オリエンテーション

帰国（北京首都国際空港→羽田空港）

フォローアップミーティング

・西安市第三中学校訪問
・西安咸陽国際空港→北京首都国際空港
・閉会式

・出国（羽田空港→北京首都国際空港）
・前門大街見学
・歓迎会

・中国教育部表敬訪問
・北京景山学校大興実験学校訪問
・天壇見学

・北京首都国際空港→西安咸陽国際空港
・西安市教育局表敬訪問
・西安電子科学技術大学訪問

・西安交通大学附属中学校
 （曲江キャンパス）訪問

・兵馬俑博物館見学
・舞台劇鑑賞『西安千古情』

11月15日
(金)

11月24日
(日)

11月30日
(土)

12月13日
(金)

11月29日
(金)

11月25日
(月)

11月26日
(火)

11月27日
(水)

11月28日
(木)

1

2

8

9

7

3

4

5

6

07
資料編
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日付Day 活動 開催地・
開催形態

オン
ライン

千葉県

バンコク

オリエンテーション
・タイの教育事情についての講義など
講義者：
広島大学大学院人間社会科学研究科
准教授　牧 貴愛 氏

出発前オリエンテーション

・出国（成田国際空港→ドンムアン国際
空港）

・現地オリエンテーション

2025年
2月9日
（日）

2月15日
(土)

2月16日
(日)

1

2

3

氏名 所属先 担当教科/役職/部署
小林 翔太

下井 慈

髙橋 謙介

田中 哲也

東郷 尚子

長瀬 基延

西條 翼

西村 安里子

濱田 那月

山本 美来

萩原 英輝

藤田 万愉子

長谷川 裕

渡辺 和宏

畠山 尚之

新井 聡

長野 恭史

陣野 俊彦

調布市立第一小学校

阿智村立阿智中学校

山形県立小国高等学校

白山市立明光小学校

私立水戸啓明高等学校

江南市立布袋中学校

久喜市立菖蒲中学校

愛知県立明和高等学校

奄美市立小宿中学校

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

町田市立町田第四小学校

上芳養中学校

愛知県立東海樟風高等学校

青梅市立第七小学校

大阪教育大学附属高等学校池田校舎

文部科学省 総合教育政策局参事官
（調査企画担当）付外国調査第二係

岩手県釜石市立双葉小学校

東京都立桜修館中等教育学校

英語

国語

地歴公民

全教科

地歴

総合的な
学習の時間

教頭

英語

英語

英語

商業、情報

音楽、英語

全教科

教頭

地歴公民

英語

　  タイ政府日本教職員招へいプログラム
〈概要〉

2017年に行われた日タイの教育大臣による会談において
タイ政府による日本教職員の受入れが提案されたことを
契機に、2018年に「第1回タイ政府日本教職員招へいプロ
グラム」が実施されました。その後もオンラインと対面の
両形式で交流を続け、令和6年度もタイ教育省協力のもと、
ACCU の掲げる「『あたらしい』学び」や「新時代に求めら
れる教 職 員 像」と重 なる「Educational Transformation 
for Sustainable Future」のテーマで、下記の日程にてプ
ログラムが開催されました。

日付Day 活動 開催地・
開催形態

バンコク
ナコーン
パトム県

・タイ教育省表敬訪問
・カセサート大学実験学校訪問
※活動終了後、ナコーンパトム県へ移動

2月17日
(月)

4

ナコーン
パトム県

・ナコーンパトム聾学校訪問
・プラパトム・ウィッタヤライ学校訪問
・科学技術人材育成促進プロジェクトセ
ンター見学
・“プラ・パトム・チェディ” 訪問

2月18日
(火)

5

ナコーン
パトム県

・プッタモントン産業・コミュニティ専門
学校訪問

・カンチャナピセク非公式教育センター
（ロイヤルアカデミー）訪問
・タイの職人技研究所訪問

2月19日
(水)

6

 ナコーン
パトム県マヒドン・ウィッタヤヌソン学校訪問2月20日

(木)
7

千葉県成田国際空港到着2月22日
(土)

9

バンコク

※ナコーンパトム県からバンコクへ移動

・タイ教育省でのプログラム評価会議
・暁の寺（ワット・アルン）見学
・帰国（ドンムアン国際空港→成田国際
空港）

2月21日
(金)

8

参加者リスト
氏名 所属先 担当教科/役職/部署

石原 清

盛田 彩花

岡 真夕子

銅崎 智穂子

野々山 新

伊藤 妙恵

大澤 栄里

渡辺 大輔

早稲倉 啓吾

板橋区立紅梅小学校

長野県丸子修学館高等学校

愛知県立明和高等学校

小金井市立小金井第二中学校

愛知県立大府高等学校

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

竜王町立竜王西小学校

実践女子学園中学校高等学校

愛知県立東海樟風高等学校

副校長

外国語（英語）

英語

国語

世界史

全教科

数学

数学

２．海外教職員招へいプログラム

　  韓国教職員招へいプログラム
〈概要〉

日本と韓国の教職員国際交流事業は2001年から始まり、
最も長い歴史を有しています。2025年3月現在、2400人
以上の韓国の教職員が日本を訪問し、両国の相互理解と
友好促進に大きく貢献しています。交流事業の25年とい
う節目の年を迎えた今年度のプログラムでは、オンライン
と対面形式を組み合わせ、韓国教職員49名を招へいしま
した。「Happy Schools」をテーマに、日韓の教職員が共に

「『あたらしい』学び」や「新時代に求められる教職員像」
について考え、問い直し、新たな学びを協創する機会を提
供しました。

大阪府

大阪府

オン
ライン

日韓教職員交流会

帰国（関西国際空港→金浦国際空港） 

フォローアップミーティング

1月25日
（土）

1月26日
（日）

2月7日
（金）

6

7

8

日付Day 活動 開催地・
開催形態

オン
ライン

大阪府

京都府

奈良県

奈良県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

オリエンテーション
・日本の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 初等中等教育局
初等中等教育企画課教育制度改革室
室長補佐　秦 佑輔 氏

・出国（金浦国際空港→関西国際空港）
・オリエンテーション
・歓迎夕食会

【Aグループ】
京田辺市立田辺中学校訪問、ホームビ
ジット

【Aグループ】
王寺町立王寺南義務教育学校訪問

【Aグループ】
王寺町立王寺北義務教育学校訪問

【Bグループ】 
・神戸市立博物館見学
・沢の鶴資料館見学

【Bグループ】
明石市立魚住東中学校訪問、ホームビ
ジット

【Bグループ】
 神戸市立神港橘高等学校訪問

2025年
1月10日
（金）

1月21日
（火）

1月22日
（水）

1月23日
（木）

1月24日
（金）

1

2

3

4

5

参加者リスト

氏名

韓国の先生

所属先 担当教科/役職/部署
Seongyul 

KIM

Byungil 
KANG

Eunseong 
GONG

Minhee KIM

Serim KIM

Hyungsoo 
KIM

Yukyung 
NA

Kihyuk 
MOON

Hwa Young 
PARK

Jangwon 
BIN

Jeonghoon 
OH

Kijong 
YOON

Arin LEE

Eun Joo LEE

Jieun LEE

Cheolmin 
LEE

Yerin JEON

Hakyu 
JUNG

Kwangrae 
JO

Eunhui JO

Heechang 
CHAE

Ji Won 
HONG

Daeun 
HWANG

Hyun Ju 
HWANG

Song 
KWON

Korean National Commission 
for UNESCO

Busan Sungwoo School

Elementary School affiliated with Seoul 
National University of Education 

Baeksa Elementary School

Seoul Sindaerim Primary 
School

Cheongha Middle School

Jungwon Girls' Middle School

Jeju Special Self-Governing 
Provincial Office of Education

Incheon Byulbit Elementary 
School

Seonghwan Elementary 
School

Gyeongsangnamdo Office of 
Education

Jijeong Elementary School

Jinga Elementary School

Hansol Middle School

Yeongseon Middle School

Sindun Primary School

Sammaru Elementary School

Changnyeong Daesung High 
School

Dogae High School

Seonhwa Girls' Middle School

Hamchang Middle School

Haneulbit Middle School

Yeoncheon Elementary 
School

Yeouido Middle School

Korean National Commission 
for UNESCO

副委員長

校長

全教科

英語

全教科

国語

英語

指導主事

全教科

国語

指導主事

全教科

全教科

道徳

英語

全教科

全教科

校長

校長

英語

副校長

社会

全教科

英語

専任専門官
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氏名 所属先 担当教科/役職/部署
Gayeon 
KWON

Miran KIM

Seungchul 
KIM　

Yongjae 
KIM

Inhee KIM

Hyunsook 
KIM

Hyoung Kil 
KIM

Donggu 
RYU

Dongjoon 
BYUN

Mijin SONG

Heejin 
SONG 

Youngjae 
SHIN

Tongho YI

Sang Hyung 
LEE

Jihyun LEE

Hyein JEON

Jihye JUNG 

Sangju CHO

Kyungsim 
CHOI

Eunsuk 
CHOI

Junghyun 
CHOI

Hyejin HAN

Seon Mee 
HONG

Hyunsook 
SEO

Gyeseong High School

Chungnam Foreign Language 
High School

Jeonju Shinheung High 
School

Yeosu Jungang Girls' High 
School

Seoul National School for the 
Blind

Janggok High School

Namsung Girls' High School

Gyeonggi Management High 
School

YumKwang HIgh School 

Seongam International Trade 
High School

Incheon Mansu High School

Gochangbuk High School

Gosaek High School

Youngil High School, Seoul

Kyunggi Girls' High School

Munsan Sueok High School

Affiliated High School to Korea 
National University of Education

TaeReung High School

Chilwon High School

Gimhae Foreign Language 
High School

Wonhwa Girls' High School

Anhwa High School

Sangmyung High School

Korean National Commission 
for UNESCO

日本語

英語

英語

校長

英語

英語

校長

日本語

英語

商業（貿易）

日本語

社会

校長

英語

社会

総合社会、
地理

英語

校長

社会、政治、
法律、経済

日本語

国語

国語

英語

知的連帯
本部長

氏名

氏名

所属先

所属先

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

阪口 菜津子

黄 山泉

青田 祐子

福田 勇人

小林 翔太

増田 恵津子

澤田 隆視

上田 沙也加

冨山 正美

圓山 裕史

鈴木 知美

高田 慎太郎

山田 梨絵

山田 真理

小西 智子

冨山 玲

竹島 潤

寺下 浩徳

石隈 亮子

野本 克磨

高田 一磨

渡辺 和宏

唐木澤 瞳

大西 浩之

原 さや香

木村 俊介

浦川 伸子

土谷 沙織

石橋 佳奈

勝村 真司

下井 慈

山口 智恵

阿部 みどり

廣瀬 龍太郎

丸山 妙子

榛澤 美華子

浅見 友記夫

小林 唯子

田井 香織

樋口 勝政

東京都立小平特別支援学校武蔵分教室

西東京市立明保中学校

京都府立西乙訓高等学校

本庄市立本庄東小学校

東京都調布市立第一小学校

明石市立魚住東中学校

埼玉県立岩槻はるかぜ特別支援学校

奈良県立山辺高等学校

茨城県立並木中等教育学校

奈良市立伏見小学校

横浜市立幸ケ谷小学校

佼成学園女子中学高等学校

大阪府枚方市立山田東小学校

明石市立高丘東小学校

日本体育大学柏高等学校

武田中学校 武田高等学校

岡山市立操南中学校

大阪府立泉北高等支援学校

長崎県長崎市立土井首中学校

明石市立魚住東中学校

神奈川県立厚木西高等学校

青梅市立第七小学校

長野県中野西高等学校

東京都日野市立日野第七小学校

明石市立明石小学校

愛知県立名古屋聾学校

長崎県立長崎東高校

千葉市立轟町中学校

福山市立山手小学校

大阪府教育委員会

阿智村立阿智中学校

兵庫県立吉川高等学校

杉並区立杉森中学校

神戸市立いぶき明生支援学校

長野県長野盲学校

兵庫県立西宮甲山高等学校

大阪市立加美中学校

堺市立浜寺中学校

浪速高等学校

神戸市立神港橘高等学校

教諭

数学

教諭

教諭

英語

校長

日常生活の指導
や自立活動など

養護教諭

理科

教諭

英語

教諭

教諭

教諭

教諭

養護教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教頭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

音楽、英語

教諭

校長

日本の先生

日本の先生

　  中国教職員招へいプログラム
〈概要〉

日本と中国との間の国際交流事業は、2002年から中国か
ら初等中等教職員を招へいし、2003年からはさらなる交
流を促進するため、日本の初等中等教育教職員が中国を
訪問するプログラムを実施してきました。令和6年度は、
文部科学省、中国教育部、中華人民共和国駐日本国大使
館、中国教育国際交流協会、及び受入協力機関の協力に
より、中華人民共和国から初等中等教職員25名をオンラ
インと対面の両形式で招へいしました。

東京都

東京都

オン
ライン

日中教職員交流会

帰国（羽田空港→北京首都国際空港）

フォローアップミーティング

12月21日
（土）

12月22日
（日）

12月26日
（木）

6

7

8

日付Day 活動 開催地・
開催形態

オン
ライン

東京都

埼玉県

茨城県

東京都

オリエンテーション
・日本の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 大臣官房国際課
国際協力企画室室長補佐 重田 佑樹 氏

・出国（北京首都国際空港→羽田空港）
・歓迎交流会

八潮市立八條中学校訪問

神栖市立息栖小学校訪問

・中華人民共和国駐日本国大使館（教育
処）表敬訪問

・文部科学省表敬訪問

12月10日
（火）

12月17日
（火）

12月18日
（水）

12月19日
（木）

12月20日
（金）

1

2

3

4

5

参加者リスト

氏名

中国の先生

所属先 担当教科/役職/部署

田　間

董　洪彬

張　瓊瓊

魏　華

呉　燕

四川省成都市石室中学

中華人民共和国教育部
基礎教育司

中国教育国際交流協会

天津外国語大学附属
外国語学校

四川省宜賓市第三中学校
（宜賓三江中学）

化学

特殊教育と教学
管理処副処長

基礎教育
合作部部長

校長

校長

氏名 所属先 担当教科/役職/部署

王　偉

王　然

孫　吉旺

周　瑩

李　艶艶

胡　娟

張　喆

許　艶艶

劉　娜

徐　麗華

羅　杉杉

蔡　娟

馮　沖

曾　瑨

何　穎恵

楊　琳

秦　暕

王　勇

周　麗斯

莫　丹

天津市和平区教育局

天津市濱海新区塘沽紫雲中学

天津市覚民中学

天津市河西区中心小学校

天津市和平区教育局

天津市河東区教育局

天津市耀華中学

天津市第七中学

天津市第五十四中学

天津市河東区実験小学校

四川省教育庁

四川省広安友誼中学

四川省隣水中学

四川省宜賓市第一中学校

成都市草堂小学校

成都市塩道街小学通桂キャンパス

四川省成都市第七中学

成都市石室聯合中学

眉山市東坡区斉通初級中学校

眉山市第一小学校

副局長

副校長

副校長

副校長

小学教育科
科長

中小学教育
科科長

思想政治

国語

歴史

国語

対外交流と合
作処副処長

副校長

副校長

副校長

副校長

執行校長

コンピューター

数学

道徳と法治

心理健康
教育
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氏名 所属先 担当教科/役職/部署
根岸 一成

小川 貴也

青野 遼

大川 沙織

高橋 晋一

金子 綱基

陣野 俊彦

萩原 英輝

村上 香織

東郷 尚子

波多野 公恵

宮城県塩釜高等学校

実践女子学園中学校高等学校

軽井沢町立軽井沢西部小学校

立命館宇治中学校・高等学校

埼玉県立越谷北高等学校

甲府市立大国小学校

東京都立桜修館中等教育学校

町田市立町田第四小学校

八王子市立由井第三小学校

私立水戸啓明高等学校

新潟県立津南中等教育学校

校長

国語

全科

主任教諭

社会科 /
地歴、公民

英語

特別支援

地歴

数学

英語

全科

　  タイ教職員招へいプログラム
〈概要〉

2015年度にタイ教職員を日本に招へいするプログラムが
開始されて以来、タイ教職員が日本を訪問し、教職員や児
童生徒との交流を深めてきました。コロナ禍においてもオ
ンライン交流を続け、第10回となる今年度は、事業のテー
マである「『あたらしい』学び」や「新時代に求められる教
職員像」の視点から、「異文化を通して学ぶ」・「『出会い』
から学ぶ」ことを通して、これからの学びの在り方を考え・
問い直し、新たな学びを協創する接点となる機会を提供
しました。

　  インド教職員招へいプログラム
〈概要〉

 日本とインドとの間の国際交流事業は、2016年から「イン
ド教職員招へいプログラム」として文部科学省、インド連
邦政府教育省（MoE）、インド環境教育センター（CEE）の
協力のもとで始まりました。今年度は、インドから初等中
等教職員、及び教育行政職員12名をオンラインと対面の
両形式で招へいしました。

日付

日付

Day

Day

活動

活動

開催地・
開催形態

開催地・
開催形態

広島県
・呉市立仁方中学校訪問
・大和ミュージアム見学
・呉市教育委員会訪問

11月8日
（金）

オン
ライン

オリエンテーション
・日本の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 大臣官房国際課 
専門職 堀越 優行 氏

10月26日
（土）

1

6

オン
ライン

「日タイ教育交流会」に参加する日本教
職員対象オリエンテーション

11月2日
（土）

2

広島県日タイ教育交流会11月9日
（土）

7

福岡県・
広島県

・出国（スワンナプーム国際空港→福岡
空港）

・博多駅から福山駅へ移動
・オリエンテーション

11月5日
（火）

3

福岡県・
広島県

・リフレクション
・平和記念公園（原爆ドーム、広島平和
記念資料館）見学

・広島駅から博多駅へ移動

11月10日
（日）

8

広島県福山市立蔵王小学校訪問①11月6日
（水）

4

福岡県帰国（福岡空港→スワンナプーム国際空港）11月11日
（月）

9

広島県福山市立蔵王小学校訪問②11月7日
（木）

5

オン
ライン

リフレクション・フォローアップ
2025年
3月1日
（土）

10

参加者リスト

参加者リスト

氏名

氏名

タイの先生

インドの先生

所属先

所属先

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

Sammanakan 
BOONRUANG

Neeraj 
Kumar PAL

Kumpon 
CHAINUNT

Archana 
BHATNAGAR

Wichian 
CHAIYABANG

Anamika 
DWIVEDI

Jet 
JARIYANUSORN

Anjali 
KUMAR

Hataikan 
PRAPHOTHING

Manoj Kumar 
VARSHNEY

Adchadaporn 
JAIYAI

Avijit 
BANDYOPADHYAY

Atitaya 
PHILAIKUL

Meenakshi 
KHUSHU

Makaporn 
KHANPLOO

Nikhath 
BANU

Pipatsak 
CHAIYAWONG

Renuka 
RAWAT

Pornchai 
SUWAN

Shiksha 
MISHRA

Wimon 
LUMPIGANONTH

Siddhartha 
CHAKRABARTI

Sarinapat 
DHAMABUS

Tanusree 
GOSWAMI

Regional Edu

Centre for Environment 
Education 

Mechai Pattana School

Centre for Environment 
Education 

Lamplaimat Pattana school

Upper Primary School Matariya, 
Hasanganj, Unnao UP.

Buriram Pittayakom School

Delhi Public School, 
Bengaluru East

Banthapmakham School

District Institute of Education 
and Training Agra

Sirindhorn School

Vidyagyan Leadership 
Academy, Sitapur

Satrichaiyaphum School

Shree Vasishtha Vidhyalaya

Kanlayanawat School

Delhi Public School-
Mahendra Hills

Anukoolnaree School

ASN Senior Secondary School

Khonburi School

City Montessori School, Gomti 
Nagar Campus 1

Bureau of International Cooperation, 
Ministry of Education

Lee Collins High School (HS). 
Kolkata

Thai National Commission for 
UNESCO, Ministry of Education

Nawabganj Balika Vidyalaya

教育局
副局長

Programme 
Coordinator

校長

Sr. Programme 
Coordinator

校長

理科、数学、
 Environmental Science

日本語、英語

生物

社会

理科

日本語

地理

英語

理科

日本語

化学

コンピューター
サイエンス

理科、
 Environmental Science

英語

地理

部長

物理、数学、
Environmental Studies

シニアプログラム
オフィサー

数学、理科

氏名

氏名

氏名

所属先

所属先

所属先

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

担当教科/役職/部署

石隈 亮子

柴田 浩行

山﨑 由里佳

広井 真理子

奧本 晴美

村上 香織

後藤 了允

中川 未来

青木 朋恵

石橋 佳奈

坂本 幸司

田部井 淳

藤田 有記

松井 市子

加藤 智威

橿山 光博

浅野 智宏

竹内 舞

大塚 乃瑛

澤田 隆視

加嶋 千笑

三上 茉莉

渡辺 大輔

髙橋 晋一

長崎県長崎市立土井首中学校

横浜市立青葉台小学校

岡山市立津島小学校

高森台中学校

武田中学校 武田高等学校

八王子市立由井第三小学校

東京都調布市立第一小学校

埼玉県立春日部高等学校

埼玉県立越谷北高等学校

福山市立山手小学校

広島県立黒瀬特別支援学校

東京都立川市立第八小学校

東広島市立木谷小学校

新潟県立新潟高等学校

武田中学校 武田高等学校

目黒区立菅刈小学校

岡山市立大野小学校

藤沢市立第一中学校

武田中学校 武田高等学校

埼玉県立岩槻はるかぜ特別支援学校

稲城市立稲城第二小学校

慶應義塾幼稚舎

実践女子学園中学校高等学校

埼玉県立越谷北高等学校

英語

教諭
（特別支援教室）

全教科

教諭

家庭科

主任教諭

理科

英語

英語

国語・算数・社会・
道徳・自立活動

自立活動

英語

数学

英語

教頭

主幹教諭

教頭

教諭

理科

事務主任

教頭

教諭

外国語（英語）

日常生活の指導
や自立活動など

日本の先生

日本の先生

埼玉県

東京都

オン
ライン

東京都

オン
ライン

久喜市立久喜東小学校訪問

日印教職員交流会

フォローアップミーティング①

帰国（羽田空港→インディラ・ガンディ
ー国際空港）

フォローアップミーティング②

10月4日
(金)

10月5日
(土)

10月11日
(金)

10月6日
(日)

12月23日
(月)

6

7

9

8

10

日付Day 活動 開催地・
開催形態

オン
ライン

東京都

東京都

埼玉県

東京都

オリエンテーション
・日本の教育事情についての講義など
講義者：
文部科学省 大臣官房国際課 
専門職 堀越 優行 氏

出国（インディラ・ガンディー国際空港
→羽田空港）

・日本到着
・オリエンテーション
・東京都庁見学

埼玉県立越谷北高等学校訪問

学校法人東京内野学園東京ゆりかご幼
稚園訪問

9月24日
(火)

9月30日
(月)

10月1日
(火)

10月2日
(水)

10月3日
(木)

1

2

3

4

5
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事業実施運営機関
公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-32-7F
Tel: 03-5577-2853  Fax: 03-5577-2854
Email: exchange@accu.or.jp  
URL: https://www.accu.or.jp 

理事長
　田村 哲夫

国際教育交流部長
　栗林 正

国際教育交流部主任
　伊藤 妙恵

国際教育交流部プログラムオフィサー
　蓮見 詩保子

国際教育交流部プログラムオフィサー
　山本 美来

国際教育交流部プログラムオフィサー
　田代 成香

プログラム関連機関
●文部科学省
大臣官房国際課長　北山 浩士
大臣官房国際課 国際協力企画室長　水野 俊晃
大臣官房国際課 国際協力企画室 室長補佐　重田 佑樹
大臣官房国際課 企画係長（併）企画調査係長　濱野 怜
大臣官房国際課 国際協力企画室企画調査係　田中 まよ

●海外パートナー機関
韓国ユネスコ国内委員会（KNCU）
中国教育部
中国教育国際交流協会
タイ教育省
インド教育省
国際 NGO インド環境教育センター（CEE）

●海外協力機関
駐日本国大韓民国大使館
駐日タイ王国大使館学生部
中華人民共和国駐日本国大使館 教育処
駐日インド大使館

●プログラムアドバイザー
東洋大学社会学部社会学科 教授　米原 あき

本報告書は、文部科学省の委託事業として、公益財団法人ユネスコ・アジア文
化センターが実施した「新時代の教育のための国際協働プログラム（初等中等
教職員国際交流事業）」委託事業の成果を取りまとめたものです。従って、本報
告書の複製、転載、引用等には文部科学省の承認手続きが必要です。

令和6年度プログラム協力機関・協力者
（敬称略）

協力機関・関係 者紹介

●韓国教職員招へいプログラム
明石市立魚住東中学校 校長　増田 恵津子
王寺町教育委員会 教育長　中野 衛
王寺町立王寺北義務教育学校 校長　荒木 篤人
王寺町立王寺南義務教育学校 校長　眞方 武志
京田辺市立田辺中学校 校長　中井 達
神戸市立神港橘高等学校 校長　清家 豊
All HEROs 合同会社 代表　中山 芳一

●中国教職員招へいプログラム
八潮市立八條中学校 校長　檜田 勝巳
神栖市立息栖小学校 校長　長末 正也

●タイ教職員招へいプログラム
福山市立蔵王小学校 校長　福田 裕治
呉市教育委員会 教育長　寺本 有伸
呉市立仁方中学校 校長　柿林 浩彦
広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授　牧 貴愛

●インド教職員招へいプログラム
埼玉県立越谷北高等学校 校長　若菜 健一
学校法人東京内野学園東京ゆりかご幼稚園
理事長・園長　内野 彰裕
久喜市立久喜東小学校 校長　富山  司

●韓国政府日本教職員招へいプログラム
文部科学省総合教育政策局参事官（調査企画担当）付
外国調査係　田中 光晴

●中国政府日本教職員招へいプログラム
文部科学省総合教育政策局調査企画課
外国調査第二係長　新井 聡

●タイ政府日本教職員招へいプログラム
広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授　牧 貴愛
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